
【重要】避難情報が発令されたときの対応について         一般社団法人さくらキャンプ 

 このところ毎年のように今までに例がないような集中豪雨が発生し、各地で大きな被害が続いています。 

 この地域においても同様な状況が生じており、先日の大雨時には送迎の際に危険を感じる状況も生じています。 

 これまでさくらキャンプは可能な限り開所するという方針で営業を行ってきましたが、お子さんたちの安全の

確保を第一に考えて以下の考え方を基本に対処していきたいと考えますのでご了解ください。 

ご不明な点などありましたらお問い合わせください。 

 

１．三島市から発令される「警戒情報」（避難情報）に基づいて営業の可否や送迎の取り扱いを判断します 

  今年 5月に国が示した「避難情報に関するガイドライン」では、気象庁が発表する気象警報や情報に基づい 

て市町村が警戒レベル（避難情報）を示すことになっています。さくらキャンプでは各市町から発令される警 

戒レベルの情報を基本に営業可否や送迎について判断します。 

２．平日も休日も午前 7時に三島市から「警戒レベル４」が発令されている場合は休所します 

  国の指針では、「警戒レベル４の時点までに必ず安全な場所に避難」とされていることに基づきます。 

３．利用中に警戒レベル４が発令された場合は、保護者に連絡し以下のことを協議させていただきます 

  ①保護者の方にさくらキャンプまで迎えに来ていただく 

  ②道中の安全が見通せる場合にはさくらキャンプで自宅まで送る 

  ③すでに外に出ることが危険な状況になっている時には、さくらキャンプ内で一時避難し待機 

４．警戒レベル発令にかかわらず危険な状況が発生したときは、以下の対応をとります 

  ①道路のかん水や道路規制で自宅に迎えに行けなかったり送りに行けない場合があります 

   →上記のうち、自宅送りの場合は原則としてさくらキャンプに引き返しますが、それも危険を伴う場合は 

    近隣の避難場所に避難します。 

  ②雨雲レーダーなどを基にした事前予報で継続して悪天候が見込まれる場合には営業を打ち切り、早めに自 

宅送りさせていただく場合があります。 

 


